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■問授産製品取り扱いや障害者団体イベント開催等福祉的
な取り組みを市施設として、どのように実施しているか。
答産業観光館では、市内障害者施設６施設で製作した授
産製品を販売しており、広場でのイベント開催や他団体
が主催するイベントにも参加してもらっている。今後も、
授産製品の取り扱いおよび障害者団体等のイベント実施
に向けては、指定管理者に各障害者施設等と調整し検討
するよう協力を求めていく。

■問各蔵の用途は大きく変えない提案となっているが、ど
のように発展させていこうと考えているか。
答これまでの経験を十分に生かした顧客動向分析やター
ゲット層の設定などにより、利用者数や売り上げの増加
の他、利用者サービスの向上などに寄与すると考える。
■問利用者のうち市民と観光客の割合は。
答利用者の約２割が市民となっており、観光客の割合が
高くなっている。
■問設置目的にある、「市民と観光旅行者の交流を促進す
ること」はどのように取り組んでいくのか。
答地域の産業や文化を紹介しつつ、体験や学習の機会、
にぎわいを提供する事業を企画・運営することにより、
市民と観光旅行者との交流が十分に図られると考える。

■問キャンプスペース内の汚水処理はどうなるのか。
答グリーンツーリズム拠点施設の汚水の排水は、公共下
水道に接続されており、キャンプスペース内の汚水処理
は必要ないものと考えている。
■問教育旅行や会社の研修などの利用を想定しているのか。
答家族や友人同士での利用の他、小・中学校の教育旅行
や会社の研修などに活用してもらえる取り組みが重要で
あると考えている。
■問市民が利用しやすいキャンプスペースとすべきでは。
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答グリーンツーリズム拠点施設は、収穫体験や食体験な
ど、気軽に農業に触れる機会を提供している。キャンプ
スペースも、市民や学校関係など、多くの人々に利用し
てもらえる施設として推進していきたいと考えている。

■問新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金は
どのような目的に重点を置いて予算計上したのか伺う。
答物価高騰の影響を受けた事業者への支援と、コロナ対
応に係る行政や教育のデジタル化に重点を置き計上した。
■問運送事業者事業継続支援金の事業内容について伺う。
答貨物自動車運送事業の許可を受け、または貨物軽自動
車運送事業の届け出をした市内の法人または個人事業主
を対象に１台当たり２万４千円または８千円を交付予定。
■問全ての小・中学校の外側サッシを固定する落下防止対
策を行うこととなった理由について伺う。
答令和３年度にサッシの落下があり、全学校の緊急点検
と不具合の修繕を行ったが、今年度、別の学校でも落下
したため、さらなる落下防止対策を行うものである。

■問事業継続支援金について、燃料価格等の高騰は全ての
業種に影響があるが、なぜ運送事業者を対象としたのか。
答燃料価格や電気代などの固定経費の高騰が続いている
中で、コスト増に対する価格転嫁率が一番低い業種がト
ラック運送業である。さらに、働き方改革によるドライ
バー不足が懸念される2024年問題も目前に迫っているこ
とから、運送事業者を補助対象にした。
■問部活動地域連携・地域移行推進基金の創設に当たり、
１千万円の金額の妥当性をどのように考えているか。
答部活動の地域移行を、中長期的に、年度を越えて段階
的に推進していくことを想定した上で、他の特定目的基
金の設置当初の積立額などを勘案したものであり、基金
創設時における積立額としては、適切な規模と考える。

■問ＧＩＧＡスクール構想により、大規模導入された電子
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